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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
達
仁
は
こ
と
り
の
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
観
光
列
車
「
ろ
く
も
ん
」
の
切
符
を
買
っ
た
　
９
月
の

連
休
に
長
野
旅
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
　
戸
隠
神
社
で
殺
人
事
件
が
起
き
た
　
長
野
と
松
代
と
野

沢
温
泉
を
舞
台
に
次
々
に
起
き
る
連
続
殺
人
　
そ
し
て
松
本
で
起
き
た
宝
石
強
盗
事
件
、
果
た
し
て
連

続
殺
人
の
犯
人
は
!
誰
な
の
か
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登
場
人
物
　

　　
登
場
人
物

　
南
　
達
仁

　
音
ノ
木
坂
学
院
　
高
校
２
年
生

　
小
学
生
の
頃
か
ら
乗
り
鉄
で
、
い
ろ
ん
な
列
車
に
乗
っ
て
旅
を
し
て
い
る

　
最
近
、
探
偵
小
説
に
ハ
マ
っ
て
る

　
高
坂
　
穂
乃
果

　
音
ノ
木
坂
学
院
　
高
校
２
年
生

　
鉄
道
オ
タ
ク
だ
が
　
撮
り
鉄
担
当

　
特
に
駅
弁
や
食
堂
車
は
旅
行
の
楽
し
み

　
南
　
こ
と
り

　
音
ノ
木
坂
学
院
　
高
校
２
年
生

　
み
ん
な
と
列
車
に
乗
る
の
は
好
き

　
小
泉
　
花
陽

　
音
ノ
木
坂
学
院
　
高
校
１
年
生
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臆
病
で
弱
虫
な
場
面
も
あ
る
が

　
鉄
道
は
初
め
て
で
あ
る

　
矢
澤
　
に
こ

　
音
ノ
木
坂
学
院
　
高
校
３
年
生

　
鉄
道
ア
イ
ド
ル
の
メ
ン
バ
ー
で
列
車
が
大
好
き

　
合
言
葉
は
「
に
っ
こ
に
っ
こ
に
ー
」

　
十
津
川
省
三

　
警
視
庁
捜
査
一
課
警
部

　
竹
村
岩
男

　
長
野
県
警
捜
査
一
課
警
部

　
木
下
　
真
司

　
長
野
県
警
捜
査
一
課
刑
事
　
竹
村
の
部
下

　
吉
井
　
正
義

　
長
野
県
警
捜
査
一
課
　
部
長
刑
事
。
竹
村
の
部
下

　
石
田

　
長
野
県
警
捜
査
一
課
　
刑
事

　
黒
田
兵
衛
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長
野
県
警
捜
査
一
課
長
・
警
視

　
松
岡
刑
事

　
長
野
県
警
松
本
警
察
署
・
刑
事

　
諸
星
警
部

　
長
野
県
警
松
本
警
察
署
・
警
部

　
登
場
列
車

　
長
野
・
北
陸
新
幹
線

　
Ｗ
７
系
・
Ｅ
７
系

　
Ｆ
編
成
、
１
２
両
編
成
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
所
有
）。
金
沢
延
伸
開
業
前
か
ら
先
行
投
入
さ
れ
て
い
た
。

　
Ｗ
編
成
、
１
２
両
編
成
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
所
有
）。
　
Ｅ
７
系
と
Ｗ
７
系
は
両
者
の
区
別
な
く
共
通
運
用

と
な
っ
て
お
り
、
設
備
な
ど
も
同
一
仕
様
と
さ
れ
て
い
る

　
飯
山
線

　
キ
ハ
１
１
０
系

　
長
野
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
所
属

　
キ
ハ
１
１
０
系
は
１
９
９
７
年
１
０
月
１
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
前
か
ら
一
部
列
車
で
導
入
、
同
改
正
で

全
列
車
が
当
車
両
で
の
運
転
と
な
っ
た
。
　
導
入
当
初
、
キ
ハ
１
１
０
系
の
一
部
の
車
両
に
、
一
部
ま

た
は
全
座
席
が
千
曲
川
（
信
濃
川
）
の
見
え
る
東
方
（
長
野
県
側
の
ほ
ぼ
全
域
と
新
潟
県
側
の
一
部
）
に
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向
け
ら
れ
た
展
望
車
両
「
ふ
る
さ
と
」
が
あ
り
、
普
通
列
車
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
従

来
の
キ
ハ
１
１
０
系
と
同
様
の
座
席
に
置
き
換
え
ら
れ
た
（
２
０
１
４
年
に
「
お
い
こ
っ
と
」
へ
と
改

造
）。
主
に
、
１
９
９
７
年
３
月
の
秋
田
新
幹
線
開
業
直
前
ま
で
走
っ
て
い
た
特
急
「
秋
田
リ
レ
ー
号
」

用
の
３
０
０
番
台
か
ら
の
改
造
車
が
充
て
ら
れ
て
お
り
、
蛍
光
灯
に
カ
バ
ー
が
つ
い
て
い
た
り
、
座
席

交
換
の
跡
や
塗
装
変
更
の
跡
が
残
っ
て
お
り
、
他
線
区
の
キ
ハ
１
１
０
系
と
細
か
い
部
分
で
異
な
る
仕

様
が
見
ら
れ
る
。
な
お
３
０
０
番
台
で
使
用
さ
れ
た
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
は
当
時
増
備
が
進
め

ら
れ
て
い
た
横
須
賀
線
・
総
武
快
速
線
用
Ｅ
２
１
７
系
電
車
の
グ
リ
ー
ン
車
用
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。

な
お
２
０
１
７
年
３
月
末
よ
り
、
信
州
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
リ

バ
イ
バ
ル
飯
山
色
＝
後
述
の
青
と
ア
イ
ボ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
の
塗
装
（
色
合
い
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
異
な

る
）
で
、
正
面
と
側
面
に
は
橙
・
山
吹
色
・
黄
の
三
色
ス
ト
ラ
イ
プ
が
入
り
、
側
面
窓
下
に
は
「
Ｖ
Ｏ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
　
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
É
」
と
表
記
さ
れ
た
キ
ハ
１
１
０
形
２
両
が
登
場
し
た

　
し
な
の
鉄
道

　
観
光
列
車
「
ろ
く
も
ん
」

　
し
な
の
鉄
道
は
輸
送
人
員
の
減
少
傾
向
や
施
設
・
設
備
の
更
新
費
用
の
増
加
な
ど
、
開
業
以
来
抱
え

て
い
る
問
題
に
加
え
、
２
０
１
５
年
（
平
成
２
７
年
）
３
月
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
と
、
そ
れ
に
伴

う
北
し
な
の
線
開
業
に
向
け
た
経
営
基
盤
の
強
化
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
２
０
１
３
年
（
平
成
２
５
年
）
８
月
、
新
た
な
営
業
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
し
な
の
鉄
道
の
利
用
促
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進
と
沿
線
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
観
光
列
車
を
導
入
し
、
２
０
１
４
年
（
平
成
２
６
年
）
夏
の
運

行
開
始
を
目
指
す
と
す
る
方
針
を
発
表
し
た
。

　
改
造
に
は
１
１
５
系
３
両
編
成
（
Ｓ
８
編
成
）
が
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
２
０
１
４
年
１
月
に

は
デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
３
月
２
５
日
に
は
車
両
改
造
工
事
の
安
全
祈
願
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
改
造
費
用
は
約
１
億
円
。

　
列
車
愛
称
は
、
沿
線
地
域
ゆ
か
り
の
真
田
氏
の
「
六
文
銭
（
六
連
銭
）」
に
因
む
「
ろ
く
も
ん
」
に
決

定
。
デ
ザ
イ
ン
は
水
戸
岡
鋭
治
が
担
当
し
た
。
車
内
は
車
両
の
床
、
イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
等
に
長
野
県
産

材
を
使
用
。
１
号
車
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
グ
ル
ー
プ
向
け
の
車
両
と
し
、
中
央
に
子
供
の
遊
び
場
（
木
の

プ
ー
ル
）
を
設
置
。
２
号
車
は
沿
線
地
域
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
が
で
き
る
カ
ウ
ン
タ
ー
席
と

ソ
フ
ァ
席
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
様
々
な
交
流
や
情
報
提
供
が
可
能
と
な
る
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
最

低
限
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
キ
ッ
チ
ン
を
設
置
。
３
号
車
は
２
人
組
の
旅
客
が
個
室
的
な

空
間
の
中
で
、
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
車
両
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
３
号
車
に
は
し
な
の
鉄

道
保
有
の
車
両
と
し
て
は
初
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
た
。
水
戸
岡
は
本

列
車
に
つ
い
て
「
な
な
つ
星
ｉ
ｎ
九
州
を
除
け
ば
、
全
国
の
観
光
列
車
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
発
言
し

て
い
る
。

　
４
月
２
８
日
に
は
改
造
中
の
車
体
が
報
道
陣
に
公
開
さ
れ
、
７
月
２
日
に
は
車
両
が
完
成
し
、
本
社

前
の
電
車
留
置
線
で
内
覧
会
が
行
わ
れ
﹇
４
１
﹈、
７
月
１
１
日
よ
り
運
行
を
開
始
し
た
。
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全
席
普
通
車
指
定
席
で
、
１
日
あ
た
り
下
り
２
本
、
上
り
１
本
を
運
行
し
て
い
る
。
食
事
付
き
プ
ラ

ン
（
し
な
の
鉄
道
１
日
乗
車
券
・
指
定
券
込
）
は
、
し
な
の
鉄
道
本
社
の
予
約
セ
ン
タ
ー
と
軽
井
沢
駅
、

小
諸
駅
、
上
田
駅
、
戸
倉
駅
、
屋
代
駅
の
窓
口
で
、
旅
行
予
定
月
の
２
か
月
前
の
１
日
か
ら
発
売
し
て

い
る
。
ま
た
指
定
券
（
乗
車
券
が
別
途
必
要
）
は
前
述
の
各
駅
窓
口
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス

ト
で
、
運
行
日
の
１
か
月
前
か
ら
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
１
１
月
２
８
日
か
ら
表
示
幕
（
前
サ
ボ
）
が
専
用
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
た
。

　　
俺
達
は
、
東
京
駅
か
ら
は
く
た
か
５
５
５
号
金
沢
行
に
乗
っ
た

「
達
仁
、
軽
井
沢
ま
で
新
幹
線
に
乗
る
の
。」

「
そ
う
さ
、
軽
井
沢
か
ら
観
光
列
車
に
乗
る
ん
だ
ぜ
。」

「
観
光
列
車
、
ど
ん
な
列
車
な
の
?
。」

「
そ
う
だ
な
こ
と
り
ち
ゃ
ん
、
し
な
の
鉄
道
の
「
ろ
く
も
ん
」
っ
て
言
う
列
車
だ
よ
。」

「
ろ
く
も
ん
。」

「
そ
う
さ
、
上
田
の
真
田
丸
の
家
紋
か
ら
採
っ
た
観
光
列
車
さ
。」

「
わ
ぁ
っ
、
は
や
く
乗
り
た
い
な
。」

「
私
は
先
に
長
野
へ
行
っ
て
る
か
ら
。」

「
に
こ
は
、
長
野
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
に
会
い
に
行
く
の
か
。」
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「
に
こ
は
、
長
野
と
言
え
ば
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
に
会
い
た
い
に
こ
。」

「
で
も
な
、
４
人
し
か
取
れ
な
か
っ
た
っ
て
言
え
な
い
よ
な
。」

「
に
こ
は
観
光
列
車
ろ
く
も
ん
は
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
に
こ
。」

「
あ
っ
、
実
際
に
乗
っ
た
ん
だ
。」

「
う
ん
、
マ
マ
と
こ
こ
あ
と
こ
こ
ろ
と
ね
。」

「
な
る
ほ
ど
ね
。」
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観
光
列
車
　
ろ
く
も
ん

　　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
は
、
し
な
の
鉄
道
の
観
光
列
車
に
乗
る
た
め
、
軽
井
沢
駅
に
下
車

し
た
、
達
仁
達
は
に
こ
と
別
れ
て
、
は
く
た
か
５
５
５
号
は
長
野
へ
向
か
っ
た
　
達
仁
は
、
軽
井
沢
か

ら
長
野
へ
行
く
観
光
列
車
「
ろ
く
も
ん
」
１
号
に
乗
っ
た
　
　
　
ろ
く
も
ん
１
号
の
時
刻
は
軽
井
沢
　

中
軽
井
沢
　
信
濃
追
分
　
小
諸
　
田
中
　
上
田
　
戸
倉
　
屋
代
　
終
着
長
野
は
１
３
時
０
５
分
で
あ

る　
発
着
時
刻

　
１
０
：
４
０
発
　
１
０
：
４
７
着
　
１
０
：
５
１
着
　
１
１
：
０
９
着
　
１
１
：
３
８
着
　
１
２
：
０

３
着
　
１
２
：
３
１
着
　
１
２
：
４
７
着
　
１
３
：
０
５
着
　

　
ろ
く
も
ん
に
乗
っ
た
ら
千
曲
川
や
浅
間
山
を
眺
め
た
り
す
る
の
は
楽
し
み
の
１
つ
で
す

　
そ
こ
へ
ろ
く
も
ん
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
や
っ
て
来
た
。

「
よ
う
こ
そ
、
観
光
列
車
ろ
く
も
ん
へ
。」

　
と
ド
リ
ン
ク
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
俺
達
は
、
洋
食
コ
ー
ス
を
注
文
し
ま
し
た
。
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「
う
わ
ぁ
、
お
い
し
そ
う
。」

「
な
、
楽
し
い
で
し
ょ
。」

「
こ
ん
な
観
光
列
車
に
乗
れ
る
な
ん
て
、
最
高
だ
わ
。」

「
で
し
ょ
、
で
し
ょ
、
こ
れ
は
長
野
の
名
店
で
作
っ
た
洋
食
な
ん
だ
っ
て
。」

「
へ
ぇ
ー
。」

　
そ
し
て
、
デ
ザ
ー
ト
は
こ
と
り
の
大
好
き
な
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で
す

「
う
わ
っ
、
こ
れ
は
長
野
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
食
べ
た
か
っ
た
の
よ
ね
。」

「
バ
ー
ス
デ
ィ
ー
の
時
も
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
だ
っ
た
な
。」

「
達
仁
君
、
あ
り
が
と
う
。」

　
ろ
く
も
ん
に
は
　
食
事
プ
ラ
ン
に
は
列
車
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
軽
井
沢
行
の
ろ
く
も
ん
２
号
は
懐

石
料
理
　
３
号
は
ワ
イ
ン
プ
ラ
ン
の

　
料
理
が
楽
し
め
ま
す
、
ち
な
み
に
洋
食
は
１
号
だ
け
で
あ
る
。

　
上
田
駅
に
着
く
と
、
穂
乃
果
は
カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
、
上
田
駅
の
駅
長
が
真
田
丸
の
コ
ス
プ
レ
を
し

て
い
ま
し
た
。

「
あ
、
真
田
丸
だ
写
真
と
っ
て
こ
よ
う
。」

　
穂
乃
果
は
、
駅
長
と
一
緒
に
記
念
撮
影
し
ま
し
た
。

「
穂
乃
果
、
ど
こ
言
っ
て
た
ん
だ
よ
。」
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「
ホ
ー
ム
に
、
真
田
丸
が
い
た
か
ら
写
真
と
っ
て
た
ん
だ
よ
。」

「
あ
あ
、
上
田
駅
で
真
田
丸
の
か
っ
こ
う
し
た
駅
長
さ
ん
だ
ね
。」

「
上
田
と
言
え
ば
、
真
田
丸
だ
よ
ね
。」

「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
。」

　
達
仁
た
ち
が
乗
っ
た
「
ろ
く
も
ん
１
号
」
は
鉄
橋
を
渡
る
と
千
曲
川
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

「
う
わ
ー
、
千
曲
川
だ
。」

「
本
当
だ
。」

「
眺
め
も
い
い
ね
。」

　
達
仁
は
、
長
野
の
川
の
は
な
し
を
し
ま
し
た
。

「
長
野
の
川
に
は
千
曲
川
の
他
に
ど
ん
な
川
が
あ
る
か
知
っ
て
る
。」

「
木
曽
川
で
し
ょ
。」

「
犀
川
。」

「
そ
れ
か
ら
、
天
竜
川
で
し
ょ
。」

「
さ
す
が
だ
ね
。」

「
こ
れ
は
わ
か
る
か
な
?
。」

「
わ
か
っ
た
、
梓
川
。」

「
当
た
り
ー
、
花
陽
ち
ゃ
ん
。」

10  観光列車　ろくもん



「
そ
の
梓
川
か
ら
と
っ
て
、
あ
ず
さ
っ
て
言
う
特
急
が
あ
る
ん
だ
。」

「
そ
う
言
え
ば
、
友
達
が
ス
キ
ー
に
行
く
と
き
は
、
あ
ず
さ
っ
て
言
う
特
急
列
車
に
乗
る
よ
。」

「
あ
ず
さ
か
。」

　
会
話
を
し
て
い
る
間
に
達
仁
と
こ
と
り
と
穂
乃
果
と
花
陽
が
乗
っ
た
ろ
く
も
ん
１
号
は
終
着
長
野

に
着
い
た
。

「
達
仁
、
ど
う
だ
っ
た
。」
と
に
こ
が
ホ
ー
ム
で
出
迎
え
て
い
た
。

11



川
中
島
古
戦
場
と
千
曲
川

　　
川
中
島
古
戦
場

　
達
仁
と
穂
乃
果
達
は
、
長
野
駅
か
ら
し
な
の
鉄
道
・
１
１
５
系
普
通
列
車
に
乗
っ
て
川
中
島
古
戦
場

へ
向
か
っ
た
。
達
仁
達
は
風
林
火
山
見
物
を
す
る
た
め
川
中
島
駅
に
下
車
し
た
。

「
ね
ぇ
、
達
仁
が
よ
り
た
い
と
こ
ろ
っ
て
。」

「
せ
っ
か
く
長
野
へ
行
く
ん
だ
か
ら
、
川
中
島
古
戦
場
に
寄
っ
て
か
な
き
ゃ
。」

「
で
も
、
達
仁
っ
て
歴
史
が
好
き
だ
っ
た
っ
け
?
」

「
あ
あ
、
そ
う
い
え
ば
そ
う
ね
。」

「
後
、
長
野
と
言
え
ば
信
州
そ
ば
。」

「
ね
ぇ
、
上
杉
謙
信
の
作
戦
っ
て
ど
ん
な
作
戦
な
の
?
」

「
啄
木
鳥
戦
法
さ
。」

「
へ
ぇ
、
啄
木
鳥
戦
法
か
。」

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
千
曲
川
も
行
っ
て
見
よ
う
よ
。」

　
千
曲
川
・
松
代
大
橋

「
わ
ぁ
ぁ
、
き
れ
い
。」

12  川中島古戦場と千曲川



「
本
当
ね
。」

「
来
て
よ
か
っ
た
だ
ろ
。」

「
う
ん
。」

「
ち
ょ
っ
と
、
赤
く
な
っ
た
よ
。」

「
げ
、
こ
れ
っ
て
ま
さ
か
。」

　
な
ん
と
、
千
曲
川
に
男
の
死
体
で
し
た

　
キ
ャ
ー
ッ
!

　
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
に
こ
は
叫
ん
だ
。

「
穂
乃
果
、
警
察
に
連
絡
。」

「
わ
か
っ
た
。」

　
ま
も
な
く
、
長
野
県
警
捜
査
一
課
の
竹
山
警
部
が
や
っ
て
来
た

「
被
害
者
は
、
郷
田
武
さ
ん
２
３
歳
。」

「
う
ん
、
凶
器
は
拳
銃
か
。」

「
え
え
、
弾
丸
か
ら
コ
ル
ト
・
ガ
バ
メ
ン
ト
４
５
口
径
と
考
え
ら
れ
ま
す
。」

「
警
部
、
遺
体
発
見
者
を
連
れ
て
き
ま
し
た
。」

「
お
っ
、
又
音
ノ
木
の
南
か
。」

「
知
っ
て
る
ん
で
す
か
、
警
部
。」
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「
あ
あ
、
あ
の
有
名
な
高
校
生
探
偵
さ
。」

「
ほ
ぉ
。」

「
竹
山
警
部
、
犯
人
は
ど
う
や
っ
て
千
曲
川
に
流
し
た
ん
で
す
か
。」

「
恐
ら
く
、
車
で
運
び
、
千
曲
川
で
遺
棄
し
た
可
能
性
が
高
い
。」

「
考
え
ら
れ
る
よ
。」

「
よ
し
、
木
下
と
吉
井
は
千
曲
川
付
近
で
不
審
者
が
い
な
か
っ
た
か
聞
き
込
み
を
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
達
は
、
戸
隠
神
社
へ
向
か
っ
た

「
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
ね
。」

「
千
曲
川
で
殺
人
事
件
に
会
う
な
ん
て
。」

「
戸
隠
神
社
に
は
民
宿
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
泊
ま
っ
て
行
こ
う
か
。」

「
そ
う
ね
。」

「
ね
ぇ
、
戸
隠
神
社
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
。」

「
穂
乃
果
、
知
ら
な
い
の
か
。」

「
う
ん
。」

　
戸
隠
神
社
は
霊
山
・
戸
隠
山
の
麓
に
、
奥
社
・
中
社
・
宝
光
社
・
九
頭
龍
社
・
火
之
御
子
社
の
五
社

か
ら
な
る
、
創
建
以
来
二
千
年
余
り
に
及
ぶ
歴
史
を
刻
む
神
社
で
す
。

14  川中島古戦場と千曲川



　
そ
の
起
こ
り
は
遠
い
神
世
の
昔
、「
天
の
岩
戸
」
が
飛
来
し
、
現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
戸
隠

山
を
中
心
に
発
達
し
、
祭
神
は
、「
天
の
岩
戸
開
き
の
神
事
」
に
功
績
の
あ
っ
た
神
々
を
お
祀
り
し
て
い

ま
す
。

　
平
安
時
代
末
は
修
験
道
の
道
場
と
し
て
都
に
ま
で
知
ら
れ
た
霊
場
で
し
た
。
神
仏
混
淆
の
こ
ろ
は

戸
隠
山
顕
光
寺
と
称
し
、
当
時
は
「
戸
隠
十
三
谷
三
千
坊
」
と
呼
ば
れ
、
比
叡
山
、
高
野
山
と
共
に
「
三

千
坊
三
山
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
栄
え
ま
し
た
。

　
　
　
江
戸
時
代
に
は
徳
川
家
康
の
手
厚
い
保
護
を
受
け
、
一
千
石
の
朱
印
状
を
賜
り
、
東
叡
山
寛
永

寺
の
末
寺
と
な
り
、
農
業
、
水
の
神
と
し
て
の
性
格
が
強
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
山
中
は
門
前
町
と
し
て

整
備
さ
れ
、
奥
社
参
道
に
現
在
も
そ
の
威
厳
を
伝
え
る
杉
並
木
も
植
え
ら
れ
、
広
く
信
仰
を
集
め
ま
し

た
。

　
明
治
に
な
っ
て
戸
隠
は
神
仏
分
離
の
対
象
に
な
り
、
寺
は
切
り
離
さ
れ
、
宗
僧
は
還
俗
し
て
神
官
と

な
り
、
戸
隠
神
社
と
名
前
を
変
え
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

「
本
当
に
戸
隠
神
社
に
来
た
ん
だ
ね
。」

「
平
安
時
代
に
伝
え
る
歴
史
ね
。」

「
そ
り
ゃ
そ
う
さ
。」

　
見
物
し
た
後
、
俺
た
ち
は
民
宿
で
泊
ま
っ
た
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戸
隠
神
社

　　
達
仁
と
穂
乃
果
達
は
、
戸
隠
辺
り
の
民
宿
で
１
晩
泊
ま
っ
て
、
次
の
日
は
野
沢
温
泉
と
長
野
へ
周
る

こ
と
に
な
っ
た
。

「
お
や
お
や
、
よ
う
こ
そ
長
岡
旅
館
へ
。」

「
こ
ん
に
ち
は
。」

「
ど
う
で
し
た
、
川
中
島
古
戦
場
は
。」

「
す
っ
ご
く
、
よ
か
っ
た
よ
。」

「
う
ん
。」

「
そ
の
後
、
千
曲
川
見
た
ん
だ
よ
。」

「
そ
う
で
す
か
、
何
し
ろ
長
野
は
風
林
火
山
の
聖
地
で
す
か
ら
ね
。」

「
戸
隠
神
社
に
何
か
秘
密
が
あ
る
ん
で
す
か
。」

「
実
は
ね
、
夜
に
な
る
と
女
の
子
の
幽
霊
が
出
た
ん
だ
よ
。」

「
ひ
ぇ
ー
っ
!
」

「
誰
か
助
け
て
ー
っ
!
」

「
花
陽
は
怖
が
り
だ
な
。」
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「
あ
な
た
達
も
長
野
へ
。」

「
え
え
、
友
達
の
誕
生
日
の
旅
行
し
よ
う
と
。」

「
そ
う
で
す
か
。」

「
私
は
小
日
向
で
す
、
戸
隠
神
社
で
働
い
て
い
ま
す
。」

「
戸
隠
神
社
、
私
た
ち
も
行
く
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。」

「
よ
か
っ
た
ら
、
廻
っ
て
み
ま
す
。」

「
も
ち
ろ
ん
、
よ
ろ
こ
ん
で
。」

　
戸
隠
神
社

「
ね
ぇ
、
達
仁
君
こ
の
辺
り
っ
て
幽
霊
が
出
る
の
か
な
。」

「
お
化
け
は
出
る
わ
け
な
い
よ
。」

「
そ
う
だ
よ
、
花
陽
ち
ゃ
ん
。」

「
言
っ
て
る
で
し
ょ
に
こ
は
お
化
け
な
ん
て
怖
く
な
い
っ
て
。」

「
と
に
か
く
、
戸
隠
神
社
を
ま
わ
っ
て
み
よ
う
。」

　
何
か
、
怪
し
い
人
影
が
見
え
た
達
仁
と
穂
乃
果
達
は
、
何
か
を
目
撃
し
た
。

「
誰
だ
、
そ
こ
に
入
る
お
前
は
。」

　
男
は
、
コ
ル
ト
・
キ
ン
グ
コ
ブ
ラ
４
ｉ
ｎ
シ
ル
バ
ー
モ
デ
ル
を
所
持
し
、
小
日
向
さ
ん
を
撃
っ
た

　
バ
キ
ュ
ー
ン
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「
あ
っ
、
小
日
向
さ
ん
。」

　
男
３
人
は
、
す
ぐ
に
逃
げ
て
行
っ
た
。

「
穂
乃
果
、
こ
と
り
、
救
急
車
だ
。」

「
警
察
も
よ
。」

「
わ
か
っ
た
。」

「
ど
う
し
た
の
、
達
仁
。」

「
に
こ
、
人
が
撃
た
れ
た
。」

「
え
っ
。」

「
ま
さ
か
、
幽
霊
が
小
日
向
さ
ん
を
襲
っ
た
。」

　
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
、
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー

　
ま
も
な
く
パ
ト
カ
ー
と
救
急
車
が
到
着
し
た
。

「
あ
な
た
、
し
っ
か
り
し
て
下
さ
い
、
あ
な
た
気
持
ち
を
し
っ
か
り
持
っ
て
。」

　
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー

「
意
識
不
明
の
重
体
か
、
こ
れ
じ
ゃ
あ
病
院
で
の
事
情
聴
取
は
難
し
い
な
。」

「
そ
れ
に
し
て
も
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は
千
曲
川
も
そ
う
だ
ね
。」

「
又
君
た
ち
か
。」

「
竹
山
警
部
。」
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「
君
た
ち
も
犯
人
見
た
の
か
。」

「
え
え
、
夜
の
神
社
を
散
策
し
て
た
ら
、
拳
銃
の
音
が
し
て
た
か
ら
。」

「
犯
人
は
そ
の
ま
ま
走
り
去
っ
て
い
っ
た
の
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

「
竹
山
、
や
は
り
一
連
の
事
件
と
関
係
し
て
る
か
も
し
れ
ん
ぞ
。」

「
あ
な
た
は
。」

「
長
野
県
警
捜
査
一
課
長
の
黒
田
兵
衛
で
す
、
あ
な
た
の
事
は
十
津
川
警
部
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。」

「
一
連
の
事
件
っ
て
。」

「
実
は
な
、
２
年
前
松
本
署
管
内
で
宝
石
店
強
盗
殺
人
事
件
が
起
き
た
ん
だ
。」

「
松
本
で
強
盗
殺
人
!!
」

「
じ
ゃ
あ
、
千
曲
川
で
起
き
た
の
は
。」

「
松
本
の
殺
人
と
関
係
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
。」

「
き
っ
と
、
そ
う
か
も
。」

「
竹
山
警
部
、
犯
人
は
複
数
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。」

「
あ
あ
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
な
。」

「
男
が
持
っ
て
た
拳
銃
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
リ
ボ
ル
バ
ー
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

「
あ
あ
、
そ
う
か
犯
人
は
そ
の
拳
銃
で
小
日
向
さ
ん
を
撃
っ
た
の
か
。」
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「
う
ー
む
、
千
曲
川
の
殺
人
と
戸
隠
の
殺
人
未
遂
、
何
か
共
通
点
が
あ
る
は
ず
だ
。」

「
犯
人
は
、
誰
な
ん
だ
。」

「
う
ー
む
、
誰
な
ん
だ
ろ
う
。」

　
達
仁
達
は
、
旅
館
に
戻
っ
て
１
眠
り
し
野
沢
へ
向
か
っ
た
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野
沢
温
泉

　　
次
の
日
、
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
に
こ
は
野
沢
温
泉
へ
行
く
た
め
、
長
野
駅
へ
向
か
っ

た「
戸
隠
神
社
、
と
て
も
凄
か
っ
た
ね
。」

「
う
ん
、
ま
さ
か
神
社
に
幽
霊
が
出
た
っ
て
び
っ
く
り
し
た
よ
。」

「
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
幽
霊
が
出
た
ら
び
っ
く
り
だ
よ
。」

「
み
ん
な
、
長
野
と
言
っ
た
ら
温
泉
も
行
く
よ
。」

「
達
仁
、
ど
こ
の
温
泉
よ
。」

「
野
沢
温
泉
だ
よ
。」

「
ど
う
や
っ
て
行
く
の
。」

「
飯
山
線
に
乗
る
ん
だ
よ
。」

「
飯
山
線
。」

　
達
仁
達
は
、
８
時
３
５
分
の
十
日
町
行
の
飯
山
線
に
乗
っ
た

「
さ
ぁ
、
は
や
く
乗
り
ま
し
ょ
う
。」

「
う
ん
。」
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飯
山
線
は
、
長
野
か
ら
新
潟
県
の
越
後
川
口
を
結
ぶ
ロ
ー
カ
ル
線
で
あ
る
　
長
野
か
ら
豊
野
ま
で
は

信
越
本
線
を
走
る
の
で
線
路
も
複
線
だ
、
豊
野
か
ら
は
単
線
に
な
っ
て
ロ
ー
カ
ル
線
ら
し
く
な
る
、
小

さ
な
駅
を
一
つ
一
つ
ひ
ろ
う
よ
う
に
停
車
し
て
い
き
戸
狩
野
沢
温
泉
駅
に
は
長
野
か
ら
１
時
間
、
十
日

町
に
は
約
２
時
間
半
、
終
着
越
後
川
口
に
は
約
３
時
間
の
旅
で
あ
る

　
と
が
り
の
ざ
わ
ー
　
と
が
り
の
ざ
わ
ー

　
９
時
３
６
分
　
戸
狩
野
沢
温
泉
に
到
着

「
つ
い
に
来
た
の
ね
、
野
沢
温
泉
。」

「
結
構
人
気
み
た
い
だ
よ
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
に
こ
は
、「
野
沢
温
泉
ラ
イ
ナ
ー
」
に
乗
っ
た
。

　
野
沢
温
泉

　
麻
釜
（
お
が
ま
）
麻
釜
（
お
が
ま
）
は
、
１
０
０
℃
近
い
温
度
の
お
湯
が
湧
出
し
て
い
る
場
所
。
昔

は
こ
の
高
温
湯
を
利
用
し
て
麻
を
ゆ
で
て
皮
を
は
ぎ
繊
維
を
取
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
野
菜
や
卵
を
茹

で
た
り
す
る
な
ど
食
べ
物
の
用
途
に
使
わ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
麻
釜
周
辺
は
火
傷
な
ど

危
険
防
止
の
た
め
観
光
客
は
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
る
。

「
こ
と
り
ち
ゃ
ん
見
て
、
麻
釜
だ
よ
。」

「
う
わ
っ
、
野
沢
菜
に
た
ま
ご
に
と
う
も
ろ
こ
し
で
ゆ
で
て
る
。」

「
本
当
ね
。」
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麻
釜
を
見
物
を
し
て
い
る
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
は
楽
し
そ
う
に
見
て
い
た
。

　
達
仁
は
、
に
こ
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
で
記
念
撮
影
を
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
写
真
撮
る
よ
。」

「
に
っ
こ
に
っ
こ
に
ー
。」

　
麻
釜
の
前
で
写
真
を
撮
っ
た
、
俺
た
ち
は
野
沢
温
泉
町
歩
き
を
楽
し
ん
だ

　
し
ば
ら
く
し
て
、
達
仁
た
ち
は
予
約
し
た
旅
館
に
泊
ま
っ
た

「
う
わ
ー
っ
。」

「
部
屋
が
広
い
な
ぁ
。」

　
俺
達
は
、
５
人
用
の
部
屋
を
頼
ん
だ
。

　
達
仁
は
１
人
で
風
呂
に
入
っ
た
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
た
。

　
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
に
こ
は
会
話
し
な
が
ら
風
呂
に
入
っ
て
い
た

　
夕
食

　
今
日
の
夕
食
は
、
俺
た
ち
は
北
信
州
の
豚
肉
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
だ
。

「
さ
ぁ
、
今
日
は
乾
杯
し
よ
う
。」

「
う
ん
。」

　
穂
乃
果
は
、
瓶
入
り
の
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
注
ぎ
、
グ
ラ
ス
を
持
ち

「
今
日
は
、
こ
と
り
ち
ゃ
ん
の
生
誕
旅
行
で
乾
杯
し
よ
う
、
乾
杯
。」
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「
カ
ン
パ
ー
イ
。」

「
に
こ
、
こ
と
り
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
持
っ
て
き
た
か
。」

「
言
っ
て
る
で
し
ょ
、
に
こ
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
持
っ
て
来
る
っ
て
。」

「
そ
う
か
。」

「
に
こ
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。」

　
こ
う
し
て
、
楽
し
い
夕
食
に
な
っ
た

　
穂
乃
果
と
こ
と
り
は
温
泉
街
を
散
歩
し
て
い
た

「
ポ
ッ
ポ
ッ
ポ
ー
、
鳩
ポ
ッ
ポ
ー
、
豆
が
欲
し
い
か
そ
ら
や
る
ぞ
。」

「
う
わ
っ
、
鳩
車
ね
、
で
も
可
愛
い
ね
。」

「
う
ん
。」

　
穂
乃
果
と
こ
と
り
は
温
泉
街
の
お
土
産
を
買
っ
て
旅
館
に
戻
っ
た
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善
光
寺
・
城
山
公
園

　　
次
の
日
、
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
に
こ
は
８
時
２
１
分
の
長
野
行
の
飯
山
線
に
乗
り
善

光
寺
へ
向
か
っ
た
。

「
や
っ
と
来
た
ん
だ
ね
、
善
行
寺
。」

「
う
ん
、
ま
る
で
浅
草
の
仲
見
世
が
い
っ
ぱ
い
だ
よ
。」

「
ね
ぇ
、
回
っ
て
み
よ
う
よ
。」

「
ち
ょ
っ
と
そ
れ
、
い
い
か
も
。」

　
そ
の
時
、
達
仁
の
携
帯
が
鳴
っ
た
。

「
も
し
も
し
、
あ
っ
、
十
津
川
警
部
。」

「
お
お
、
達
仁
君
か
、
例
の
松
本
の
強
盗
殺
人
だ
け
ど
、
３
人
組
と
断
定
し
た
よ
。」

「
そ
れ
で
、
松
本
の
事
件
で
何
か
分
か
っ
た
。」

「
う
ん
、
実
は
な
上
越
方
面
に
逃
走
し
た
車
が
自
転
車
通
学
中
の
高
校
生
を
ひ
き
逃
げ
し
逃
走
し
た
、
被

害
者
は
小
日
向
冬
樹
、
高
校
２
年
生
だ
、
パ
ト
カ
ー
に
逃
走
し
た
車
は
山
梨
県
内
で
盗
難
に
遭
っ
た
も

の
だ
。」

「
諸
星
警
部
、
犯
人
は
車
で
逃
走
し
た
と
、
ナ
ン
バ
ー
は
山
梨
３
３
０
　
さ
の
５
５
６
２
で
す
。」
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「
よ
し
っ
、
早
速
緊
急
配
備
し
て
犯
人
を
確
保
に
あ
た
れ
。」

「
了
解
。」

「
そ
う
か
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。」

「
達
仁
、
誰
か
ら
。」

「
十
津
川
警
部
か
ら
だ
よ
、
例
の
松
本
の
事
件
の
犯
人
は
３
人
組
だ
っ
て
。」

「
は
、
じ
ゃ
あ
、
殺
傷
事
件
の
犯
人
が
分
か
っ
た
の
ね
。」

「
あ
あ
、
犯
人
は
あ
の
人
だ
。」

「
犯
人
は
ど
こ
に
現
れ
る
の
。」

「
城
山
公
園
だ
。」

　
善
行
寺

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
に
こ
は
、
善
行
寺
で
お
参
り
し
た
後
は
善
行
寺
内
を
回
る
こ
と

に
し
ま
し
た

「
あ
れ
っ
、
こ
と
り
ち
ゃ
ん
は
。」

「
お
待
た
せ
。」

「
ど
こ
へ
行
っ
て
た
の
、
こ
と
り
ち
ゃ
ん
。」

「
お
母
さ
ん
に
お
土
産
を
買
い
に
行
っ
た
の
。」

「
お
っ
、
リ
ン
ゴ
パ
イ
と
善
行
寺
饅
頭
を
買
っ
て
た
の
か
。」
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「
う
ん
。」

「
そ
う
か
、
長
野
の
お
土
産
を
買
っ
て
た
の
か
。」

「
う
ん
。」

「
そ
れ
よ
り
、
に
こ
は
昼
食
が
食
べ
た
い
に
こ
。」

「
そ
う
か
、
ま
だ
昼
食
が
ま
だ
だ
っ
た
な
。」

「
じ
ゃ
あ
、
昼
食
に
し
ま
し
ょ
。」

　
達
人
た
ち
は
、
善
行
寺
の
仲
見
世
に
あ
る
蕎
麦
屋
に
行
っ
た
、
や
っ
ぱ
り
長
野
と
言
え
ば
信
州
そ
ば

だ
。

　
達
仁
と
穂
乃
果
は
ざ
る
そ
ば
、
こ
と
り
は
山
か
け
そ
ば
、
に
こ
と
花
陽
は
か
け
そ
ば
と
山
菜
そ
ば
を

注
文
し
ま
し
た
。

「
い
や
ー
っ
、
信
州
そ
ば
が
う
ま
い
っ
。」

「
だ
ろ
、
コ
シ
の
あ
る
麺
だ
か
ら
な
。」

「
善
行
寺
の
他
に
も
、
松
代
も
行
っ
て
見
な
い
。」

「
あ
あ
、
真
田
邸
ね
、
実
は
俺
も
行
っ
て
見
た
い
ん
だ
。」

「
そ
う
な
ん
だ
、」

　
城
山
公
園

　
武
田
の
仲
間
、
鹿
野
と
油
川
に
宝
石
を
見
せ
た
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「
い
っ
、
こ
れ
で
そ
ろ
っ
た
ぞ
。」

「
や
っ
ぱ
り
、
あ
な
た
が
犯
人
だ
っ
た
な
、
武
田
真
治
。」

「
あ
っ
、
何
だ
い
、
君
た
ち
は
。」

「
そ
れ
、
松
本
の
事
件
と
関
係
し
て
る
な
。」

「
そ
の
袋
に
入
っ
て
る
の
は
、
松
本
で
奪
っ
た
そ
の
宝
石
で
し
ょ
。」

「
貴
様
、
一
体
何
者
だ
。」

「
南
　
達
仁
、
探
偵
だ
。」

「
そ
し
て
、
私
た
ち
、
音
ノ
木
坂
探
偵
団
。」

「
ぶ
さ
け
ん
な
、
あ
ん
な
奴
ら
に
捕
ま
っ
て
た
ま
る
か
。」

「
ひ
っ
。」

「
返
し
て
、
冬
樹
を
返
し
て
、
冬
樹
を
返
し
て
、
返
し
て
。」

「
よ
し
っ
、
今
だ
。」
達
仁
と
穂
乃
果
は
犯
人
と
決
闘
し
た

　
こ
と
り
は
、
油
川
と
戦
っ
た
。

「
こ
の
野
郎
。」

「
こ
と
り
の
お
や
つ
に
し
ち
ゃ
う
ぞ
。」

「
う
ぎ
ゃ
ゃ
ゃ
。」

　
武
田
は
、
公
園
で
滑
り
、
に
こ
に
近
づ
い
た
。
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「
に
こ
っ
。」

「
イ
ヤ
ー
。」

　
ま
も
な
く
、
花
陽
の
通
報
で
長
野
県
警
の
竹
山
警
部
が
到
着
し
、
武
田
と
鹿
野
と
油
川
は
逮
捕
さ
れ

た
、
そ
の
後
危
険
運
転
致
死
で
も
再
逮
捕
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
達
仁
は
松
代
へ
向
か
っ
た

「
こ
こ
が
真
田
邸
ね
。」

「
う
ん
。」

「
そ
う
い
え
ば
、
真
田
丸
も
有
名
な
の
。」

「
う
ん
、
そ
の
後
、
上
田
に
移
っ
た
の
さ
。」

「
へ
ぇ
ー
。」

「
い
い
ね
、
長
野
は
。」

「
本
当
だ
。」

　
長
野
駅

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
に
こ
は
、
帰
り
に
新
幹
線
「
あ
さ
ま
６
４
２
号
」
に
乗
っ
た

　
そ
こ
へ
、
竹
山
警
部
が
や
っ
て
来
た

「
南
く
ん
。」

「
い
や
っ
、
今
日
は
電
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
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「
え
っ
、
電
話
?
。」

「
お
か
げ
で
、
犯
人
の
逃
亡
を
阻
止
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
、
さ
す
が
南
く
ん
だ
と
、
信
濃
の
コ
ロ
ン

ボ
こ
と
竹
村
岩
男
、
感
服
し
ま
し
た
。」

「
当
然
だ
ろ
、
俺
は
乗
り
鉄
探
偵
だ
か
ら
さ
。」

　
こ
う
し
て
、
俺
た
ち
の
信
州
旅
行
は
事
件
に
会
い
な
が
ら
の
旅
だ
っ
た
、
戸
隠
神
社
で
起
き
た
殺
人

未
遂
に
あ
っ
た
小
日
向
さ
ん
は
一
命
を
と
り
と
め
た
、
そ
し
て
長
野
の
旅
は
終
わ
っ
た

30  善光寺・城山公園


	登場人物　
	観光列車　ろくもん
	川中島古戦場と千曲川
	戸隠神社
	野沢温泉
	善光寺・城山公園

